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種　村　光　郎拓

　Asericitedepositliesabout7kmnorth－
west　bf　Shiobara　Hot　Spring，Shioya－gun，

Tochigi　Prefecture．
　It　occurs　in　the　form　oま、sericite［veins．

・and　also　as　the　sericitization　products　of　the

lipafite　an（1pyroclastics　o圭Tertiary容9（ン

　　The　ore　is　mainly　constituted　of　sericite

and　quartz　withsubQrdinat“amountofpyrite．

Laboratory　investigation　has　been　carried　on

by　microscopi60bservation，chem1cal　analy・

sis，（1ifferenti我1thermal＆nalysis，and　others．

Those　results　have　bee無de3cribed．

　　　　　　　要　 約

鉱床は栃木縣塩谷郡塩原町中塩原シラン沢にあつて，

東北本線西那須野駅北西方直踵20k卑の所にある5西

那須野駅から中塩原迄は自動車道路発蓬し，中塩原より

現場迄獄比較的歩行には樂な道路が通じている。

　鉱床は石英粗面岩・線色凝友岩・凝次質砂岩・集塊岩等

が浅熱水液の作用を蒙つた結果，生成された鉱床で，予

想鉱量系勺43，000tが見込まれるo

　鉱石は石英事よび絹雲母を主成分鉱物とする，乳白色

塊状鉱石いわゆる「陶石」と，これを不規則に貫いて発蓬

する白色絹雲母粘土の，2種に大別される。前者を細分

すれば，3型に別けられるが，いずれも構成鉱物には差異

はなく，絹雲母と石英の容積比は3：7～4：6であり，

硫化鉄鉱は一般には少量であるが，局部的に比較的多く

含まれる所もある。後者すなわち絹雲母粘土は，ほとん

ど絹雲母によつて構成され，2～3％の石英を含有し，極

めてわずか硫化鉄鉱を含有する。

調査した。、その後該粘土の組成鉱物につき，偏光顯微鏡

観察電子顯微鏡撮影・化学分析・示差熱分析・粒度分析等

，を行つたので，その結果を報告する。

　本報告を記するに当り，野外調査および室丙実験に対

して種々御協力を頂いた，東京工業試験所野口長次技富，

東京大学須藤俊男助教授・東京工業大学秦木洋一助教授・

岩井津一氏，凍京科学博物館本多俊一技官，鉱業権者仁

李光守民に深甚の謝意を表する。

　　　　　2・位置および交遙

　鉱床は栃木縣堰谷郡塩原町中塩原シラン沢上流地区に．

あつて，比較的歩行には樂な道路が発達している。鉄道

滑線より山元に至る間の道程は次に示す通りである（第

ユ図）。
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第1圖　交通圃

　束北本線　　　バス　　　ー徒歩　　　シラン沢澹い
　西那須野駅下車→塩原古町→中塩原

徒歩
、→現場

　鉱床は主に，急傾斜山「腹に賦存していて・一・部はシラソ

沢川床にあるo

　　　　　’3．、地形および気候’，

　鉱床賦存地域は海抜1，0QOm奈の急峻な山岳地帯で

山腹の傾斜が400乃至509に達する所もあるoしかし往

年営林署で敷設した軌道跡力牒存し，修復によつて容易
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塩原絹雲濁について　（種村光郎）

に馬車を通じうる。

鉱床賦存地域は冬期聞（1月～5月）の積雪約70cm

で，この期間における操掘現場附近の作業は不可能とい

われている。

　　　　4．地質および鉱床
鉱床附近に発達する岩石は石英粗面岩・緑色擬友岩・凝

顛砂岩。集塊岩で一一部に閃緑岩がある竹§，　これら相互

の関係については不明である。

鉱床は上記岩石を交代した浅熱水性交代鉱床で・鉱床

附近の母岩は，かなり広範囲に亘つて絹雲母化作用を蒙

つているo鉱床ほ脈状，レンズ歌あるいはポケット状を

なしているが，母岩とは漸移していて，明確な境界を示

さないo

鉱床としては，第一，第二，第三の3鉱体がある。

第一鉱体は職時中，仁李氏によつて発見され，終職迄坑

道掘により探掘されていだが，調査当時は操掘坑道が破

壌し，内部の歌態は見られなかつた。しかし最近剥土によ

つて鉱体が確認された所では，幅6．8m，高さ7．4m，奥

行き5mであって，他の部分の歌況は全く木明であるo

　本鉱体は石英および絹雲母を主成分鉱物とする，塊験

鉱石と，どれを貫く脈状絹雲母粘土よりなり，石英およ

び絹雲母を主成分鉱物とする塊状鉱石1お外観より次の

3つの型に大別することができ’る。

　A型乳白色で蝋状触感を有し，硫化鉄鉱の少ないも

　“のo

　B型　乳白色乃至淡青色で，蝋状触感を有するが，硫

　化鉄鉱の多いもの◎

　、c型　黄白色乃至黄褐色で，蝋状触感乏しく，赤褐色

　に染色されているもの。

　A型鉱石は一般に鉱体の中心部に多く，B型鉱石は鉱

体の一部に．，不：規則なポケット状を呈して賦存しているo

C型鉱石は露頭周辺に多く認められ・赤褐色に染色され

ており，その原因は硫化鉄鉱の酸化によるものである。

　絹雲母粘土脹ぱ不規則な脈駅をなし，局部的に極めて

膨縮に富み，幅0．05mより1．2mに達する所もあり，

また所に．よつては細い支脈を分岐している場倉もあるo

　第二鉱体は坑道内（坑道延長12m）で観察さ劃る鉱体

で，本坑道は往隼金の探鉱のため掘墾され，現在坑口は

崩壌しているが，内部はほとんど崩壊することなく残存

している。鉱体自体は第一鉱体と同様で，石英および絹

雲母を主成分鉱物とする塊状鉱石（A型鉱石）と，それを・

貫いて幅10’》20cmの，粘性の強い絹雲母粘土脈が発

達している。今後探鉱の進歩に俘つて，第一鉱体と類似

の，幅員の大きい鉱体となる可能性があるQ

　第三鉱体はシラソ沢の川床に露出する鉱床で，最も標，

高の高い所に．発達している鉱体である◎

　鉱石はA型鉱石を主とし，一部にはB型鉱石を（準面

的に観て）レソズ歌に爽有する。またシラン沢め川岸に

　は硫化鉄鉱の酸化により，，茶褐色に汚染された絹雲母粘

’土とも称しうべきものが賦存している。川床には第」・

第二各鉱体と同檬，A型鉱石あるいはB型鉱石を，不規

　則に貫く絹雲母粘土脈が発蓬していた疑いがある・

　その他2，3個所に鉱体が認められ，また山腹には，数

　ヵ所に亘つて韓石が，土砂に混り稽々多量に認められ

　る。この韓石が原地のものであるかどうかは確認できな

．いが，轄石の形状から判断して，余り遠方より蓮ばれて

　来たものでなく，原地または非常に近い個所から蓮ばれ

　て来たものと推定される0

　　　　　　5．鉱　量
　鉱量は前述のように探鉱が不充分で，各鉱体の実態を

　確知こ把握できないことと，鉱石の利用試験が未完了で，1

　どの程度の鉱石が利用可能か不明のため，正確な鉱量計

　算を行うことはできないが，略々使用しうると思われる

　品質のものについて，鉱量を予想すれば，43，000tであ

　るo比重を季均2，5と見倣すo

　将来新鉱体の発見によつて，鉱量の塘加が考えられる0

　　　　　　6．鉱物組成
　鉱右には先に逓べたよラに，塊状鉱石いわゆる「陶石」

　と絹雲母粘土の2種類がある。

　塊状鉱石いわゆる「陶石」にはA型，B型およびC型の
　，3型があり1，その主成分鉱物の種類には差異がなく，石英

　と絹雲毘および極めて微粒の硫化鉄鉱，金紅石，楯石？，

　紫蘇輝石？，長石よりなり，筑白色乃至淡黄色を呈す。

　石英は径0．01mmル0。05mmのものが大部分で，2～

　3mm程度の斑歌結晶をなすものもあり，』一般に粒状乃

　至不規則な多角型を示す。

　絹雲母は石英粒子の間隙を埋めて分布し，径0．07mm

　前後で，部分的にはさらに微細な小粒芋となり，團塊をつ

　くつて散在する◎そり他の粘土鉱物に？いては余り微粒．

　をなすため，その存否を確認することはできないが，熱分

　析の結果等をも考慮に加えれば，存在の可能性は無い。

　硫化鉄鉱は微細な結晶をなし，他鉱物の中に散点するφ

　一般に少量ではあるが，局部的に嫡此較的多く含まれ，

それ自体着色の原因ともなり，また酸化すれば茶福色に

染色するQ

その他の鉱物は極めて僅少である。特に長石は，一部

極めてわずかに残存しているに過ぎない6

塊状鉱石について顯微鏡下において容積比を測定し岸

ところ，石英と絹雲母の此は7：3《・6：4であつた。

絹雲母粘土は白色乃至淡青色で絹糸光沢があり・歎質
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．圖版11、第一鉱騰産絹雲母原士の電子顯微鏡圖

　　　　（X2，500）

絹雲母　97％，石英　3％

54

で蝋感に富む。構威鉱物はA型・B型・C型各鉱石の鉱物

と何んら変りはないが，その含有量を異にし，石英と絹

雲母の容積比は，3：7｛・2：8であるbまた硫化鉄鉱は

微粒をなして，燧めてわずか含有されるに過ぎない。、

　第一鉱体産絹雲母原土（第1表）齢よび同水簸物（第「2

、表）〔15ミクロン以下の粒子を有する粘土〕の化学成分よ

り分手比を算出し，絹雲母と石英の粘土および水簸物中

における重量100分比を比較すれば，水簸物中の石英の

量は原土中のものよりも2％低下している。

　た黛し絹雲母以外の珪酸分は石英と考え，A！203は一

懸蚕部絹雲母に結びつくと考えて計算した◎

第3表塩原絹雲母化学成分表
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1）No．1．試料の求簸物 地質調査所化掌課分析

99．98

99．86
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8．粒度分析

　　当地産絹雲母粘土（化学分析

　No．1）の粒度分析を東京工業

　大学素木洋一助教授に依嘱し

璽　た◎同助教授は広ロピーカー中

　（高さ8cm）で原土を解膠し，

　麗搾後2分聞静置浮遊部分を取

　り出し，試料を作製し，第3図に

　示すような結果を得たo図中W

　は各粒度試料の重量を表わし，

　W・は粒度測定に使用した試料

　重量を表わす。

　　　　　　　　　　　　　’α　　　　　　　　　　　　　ノノ
　　　　　　　　　　　　梼
　　　　　　　　　　　　ルグ

〆1夕ぐ＼．＿．＿，夢ノ

9．示差熱分析

w『

1

o
　o鑓
蝋》翫

第

2蹴　4蹴　ノ瓶　だ嵐

7．化学成分

2 圖

　今回の調査にて探集した代表的試料の分析結果は，第

3表に示す通りであつて，顯微鏡観察の結果を考慮すれ

．ば，梅ね絹雲母として矛盾を生じない。FeおよびSは

硫化鉄鉱に由来するものである。

　この化学成分から特に第土鉱体において，粘土脈より

母岩に近ずく迄の化学成分の変化を図示すれば，第2図．

のようになり．，鉱脈に近い程絹雲母化作用が強くなつて

いることがわかるρ

蝕触輔

存するものと思われる。

示差熱分析試験涛は第一鉱体

の化学分析表No．1の試料に．

ついて行つた。

試験結果は第4図のように，

大した変化を示していないが，

1300Cおよび1500C～7000Cそ，

僅かの吸熱現象を示している0

5000C～7000Cの吸熱はカオー

リン鉱物の，結晶水放出のため

の吸熱と似ている点もあるが，

第4図にはカオリン鉱物特有

の9700C～1．0000C附近での発

熱現象を示していないので，カ

オリン鉱物の混在は考えられな

いoさらに化学成分および顯微

鏡観察の事実等をも考慮に加え

ると，5000’》7000Cの吸熱は，

一般に6000C附近で吸熱を示
す石英の共存と，この温度範囲』

における絹雲母の分解に原因が

第　　4　　表

産　地　名

塩原絹雲母
糸魚川セリサイト

日立セリサイト
振草セリサイト

pH値

’

6．28

5．39

1．28

5．65

塞示差熱分析法については，、後日駿表する豫定であるσ
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10．　水素イオン濃度

　原土10gに蒸溜水30ccを加え，充分振邊して，、24

時間後上澄液をアソチ毛ン電極を用い測定した。他趨地

のものについての測定値とともに表示すれば，第4表の

通りである。

11．結　　語

　本鉱床は職時中にほ探鉱程度の稼行が行われたが，絡

職と共に中止せられ，現下の事情により，再びその開発

が企図されている。、

．鉱床は石英粗面岩・緑色凝茨岩・凝亥質砂岩および集塊

岩の交代された浅熱水性交代鉱床である6

　筆者は化学分析・槍鏡・示差熱分析等の手段により，そ

の構成鉱物の決定を行つた結果，石英・絹雲母および硫

化鉄鉱よりなり，石英と絹零母の容積比は塊状鉱石では

7：3・》6：4で，粘土鉱石では3：7・》2：8であつた。

　絹雲母中の不純物（石英および硫化鉄鉱）はいずれゐ部

分にも含まれ，絹雲母¢）贔位を高めるためには，選別方

法カミ充分槍討されなければならないo　（昭和25年11月

調査）
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